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お誘いいただいたのがきっかけです。

それで興味があったので、ウチの作家

を何人か連れて代理店のデモ・ルーム

に試聴しに行ったんですよね。

　それで聴かせてもらったのですが、

コンパクトなのにローが凄く出ること

に驚きました。これはラージの音がす

るスピーカーだなと。キックとベース

の関係性がよく分かって、懸念だった

スーパー・ローもしっかり確認できる。

こういう音って、「Barefoot Sound」や

「Musikelectronic Geithain」と い っ た

メーカーの大きなスピーカーを大音量

で鳴らさないと出ないと思っていたの

で、これは凄いなと思いましたね。音

浅田　「RME Fireface UFX」から直接繋

ぎ、「Output」の「Platoform」に載せて

使っています。ボリュームは 2 〜 3 時

くらいで、背面の EQ は高域／低域と

もにフラットですね。スウィート・ス

ポットはそれほど広いスピーカーでは

ないので、設置位置や角度などは慎重

にセッティングした方がいいと思いま

す。

PS　数ヶ月メイン・スピーカーとして
使用されて、率直な感想はいかがです
か？
浅田　本当にローがよく見えるので、

凄いスピーカーだなと思います。底

面にアルミニウム製のパッシブ・ラジ

エーターが備わっているんですが、ぼ

くはパッシブ・ラジエーターってあま

り好きではなかったんですよ。ローが

少し遅れて聴こえてしまうのが気に

なって、例えば同じタイミングで 4 つ

打ちのキックとベースを鳴らしたとき

に、キックのアタックが目立って聴こ

えてしまうので……。しかしこの「Epic 

5」は、そういう遅れはまったく感じな

い。おそらくはこの変わった形状で、

低域と中高域の耳への到達時間を揃え

ているんでしょうね。低域が遅れて聴

こえるというパッシブ・ラジエーター

への先入観が吹っ飛びましたよ。

PS　中高域の解像度はどうですか？
浅田　かなり情報量のあるスピーカー

量をそれほど出さなくても、ローが

しっかり見えるんです。

　ローが出るスピーカーって、逆に高

域が気になるというか、バランスが悪

く感じるものもあったりするんですけ

ど、「Epic 5」は上もかなり伸びている。

歌録りで重要な中域の分解能も十分

で、全体にリアルに鳴っているという

ことが実感できたので、試聴しに行っ

たその場で導入を決めてしまいまし

た。とにかくこのサイズで、ローをリ

ファレンス的に聴けるというのは画期

的なことだと思います。

PS　セッティングはどのようになって
いますか？

「Epic 5」の背面。入力はバランスの XLR 端子
とアンバランスの RCA ピンの両方を装備。ス
タンバイ・スイッチや HF-TRIM ／ LF-TRIM な
ども備える

底面に 6.25 インチのパッシブ・ラジエーター
を搭載しているのは「Epic 5」の大きな特徴。
パッシブ・ラジエーターを含むすべてのドライ
バーは、自社開発のアルミニウム製

専用ケースが付属するのもポイント。いろいろ
な現場に持ち運んで作業する人は重宝するだろ
う

浅田氏のプライベート・スタジオにセッティングされた「Epic 5」
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です。プラグインのパラメーターを髪

の毛 1 本分変えたのが凄くよく分か

る。そういったほんのちょっとの差異

が分からないスピーカーって多いじゃ

ないですか。でも「Epic 5」は、コンプ

のかけ方で音の面積が変わったり、音

が奥まったり、前に出たりとかがしっ

かり分かる。髪の毛 1 本分のツマミの

変化が、しっかり聴き取れるんです。

これだけローが出るスピーカーなの

に、音の解像度も高いというのは、やっ

ぱりドイツ人が作ったスピーカーだな

という感じがしますね。「Epic 5」を使

い始めてから、かなりアナログ機材を

使うようになりましたよ。今まであま

り好きではなかった「Neve」のクロー

ンとかも使うようになりましたし。シ

ンセも壁にずっと立てかけてあった

「Prophet-5」を久々にセッティングし

たりして。ローやミッド・ローの音作

りは、アナログ機材の方がやっぱりや

大音量でずっと作業していても全然疲

れないですね。

PS　一番気に入っているのは、やはり
低域の出方ですか？
浅田　そうですね。単にスーパー・ロー

が出るだけでなく、低域の位相もしっ

かり分かるんです。例えばこの曲（ビ

リー・アイリッシュの『bury a friend』

をかける）、低域が左右に広がってい

るんですが、キックはモノで、左右に

広がっているのはベースなんだなとい

うことが分かる。これが分からないと

ヤバいんですが、現実には分からない

スピーカーの方が多いと思いますよ。

今や 40Hz や 60Hz で何が起こってい

るかがしっかり見えるスピーカーでな

いと本当にダメだと思います。

PS　浅田さん周辺では、「Epic 5」の評
判はいかがですか？
浅田　まだ知らない、聴いたことが

ないという人の方が多いと思うんです

が、既にこのスタジオに 3 人くらい聴

きに来ましたよ。その中の 1 人はすぐ

に注文してしまいましたね。本当にこ

のスピーカーは、即買いするだけの魅

力がある。だってペアで 15 万円です

よ。実際に音を聴いたら、皆んなその

場で注文してしまうのではないかと思

います。

PS　本日はお忙しい中、ありがとうご
ざいました。

りやすいんだということを改めて認識

しました。

PS　これまでいろいろなスピーカーを
使ってこられたと思いますが、「あの
スピーカーっぽい」というのはあった
りしますか？
浅田　うーん、なんだろう……。ロー

の感じや解像度は違いますが、イメー

ジ的に一番近いのは「KRK」ですかね。

「KRK」の音って曲を書くときにヤル気

にさせてくれるじゃないですか。音が

良くても盛り上がらないスピーカーっ

て多いと思うんですけど、「Epic 5」は

曲を書くときにヤル気にさせてくれる

サウンドなんです。作業していて盛り

上がるサウンドというか。

PS　長時間作業したときの使用感はい
かがですか？
浅田　大きな音量で長時間聴いている

と、どんなスピーカーでも疲れてしま

うと思うんですけど、この「Epic 5」は

reProducer Audio Epic 5
市場実勢価格：150,000 円（ペア／税別）
問い合わせ：フックアップ
Tel：03-6240-1213
http://www.hookup.co.jp/

「Epic 5」を導入してからは、アナログ機材の出番が増えたと語る浅田氏。「「Epic 5」を使い始めて、ローやミッド・ローの音作りは、アナログ機材の方がやっ
ぱりやりやすいんだということを改めて認識した」（浅田氏・談）

Apple iMac を挟む形で「Output Platform」にセッティングされた「Epic 5」


